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ec d

爽
凉
の
十
月
十
五
日
、
第
二
回
高
萩
市
議
会
臨
時
会
を
開
会
、

報
告
事
件
一
件
、
議
案
四
件
を
上
程
慎
重
審
議
の
結
果
、
い
ず

れ
も
原
案
の
と
お
り
承
認
、
可
決
さ
れ
た
。

報
告
範
一
○
号
専
決
処
分
事
狽
の
條
例
基
準
に
よ
っ
て
作
っ
た

の
報
告
に
つ
い
て
、
の
で
す
が
第
六
條
は
規
則
え
の

本
案
は
伝
染
病
隔
離
病
舎
露
設
委
任
事
項
で
あ
り
ま
す
の
で
別

に
伴
弓
起
債
の
申
請
を
行
う
た
に
審
議
会
と
し
な
く
て
も
会
長

め
議
会
を
招
集
す
る
暇
が
な
か
で
よ
い
と
考
え
る
、

つ
た
の
で
市
長
が
専
決
処
分
を
「
議
員
」
本
雰
議
会
の
予
算
は

行
っ
た
報
告
事
件
で
万
場
異
議
計
上
さ
れ
て
い
な
い
か
、

な
く
原
案
が
承
認
さ
れ
た
。
「
總
務
主
事
」
予
算
化
し
て
い

談
案
舗
五
二
号
、
高
萩
市
新
市
な
い
、

建
設
審
議
会
設
置
條
例
設
定
に
以
上
審
議
の
の
ち
市
長
か
ら
次

つ
い
て
、
の
と
お
り
委
員
の
発
表
が
あ
り

町
村
合
併
を
行
っ
た
市
町
村
の
異
議
な
く
可
決
さ
れ
た
。

建
設
計
画
の
実
施
を
促
進
し
建
議
会
選
出
、
吉
田
秀
吉
、
小
松

全
な
発
展
と
未
合
併
町
村
の
合
正
治
、
樫
村
之
男
、
岩
本
稗
治

併
を
強
力
に
碓
進
す
る
こ
と
を
矢
代
良
三
、
矢
代
光
史
、
渡
辺

同
酌
と
し
て
制
定
さ
れ
た
、
新
伝
、
豊
田
武
門
、
大
久
保
清
、

市
町
村
建
設
促
准
法
に
基
い
て
鈴
木
藤
雄
、
大
和
田
知
之
、
渡

設
置
さ
れ
た
も
の
で
木
案
に
つ
辺
東
治
、
佐
藤
正
、
穂
積
政
次

い
て
次
の
よ
う
旅
簡
疑
応
答
が
そ
の
仙
沼
旧
油
、
兼
子
辰
夫
、

交
さ
れ
た
。
中
村
省
吾
、
安
村
龍
、
石
俊
三

「
議
員
‐
一
第
二
條
に
委
員
二
十
長
久
保
広
吉
、

人
に
つ
い
て
は
市
長
が
任
命
す
議
案
第
五
三
号
、
高
萩
市
市
税

る
よ
り
規
定
さ
れ
て
い
る
が
地
事
務
特
別
旅
費
支
給
條
例
中
一

域
を
考
噸
の
上
任
命
す
る
よ
う
部
改
正
に
つ
い
て
、

に
し
て
欲
し
い
。
本
案
は
市
発
足
当
時
制
定
し
た

「
議
員
」
第
六
條
中
の
そ
の
他
も
の
で
あ
る
が
、
若
干
字
句
の

必
要
な
事
項
は
会
長
が
別
に
定
改
正
が
あ
り
、
筒
地
方
自
治
法

め
る
と
あ
る
が
群
議
会
が
定
め
改
正
に
伴
い
徴
税
事
務
吏
員
に

る
と
し
た
方
が
よ
い
と
思
う
が
対
す
る
手
当
の
支
給
か
禁
止
さ

ど
う
か
、
れ
た
の
で
族
費
で
考
盧
さ
れ
る

「
總
務
主
事
」
本
條
例
案
は
県
條
例
の
一
部
改
正
が
な
さ
れ
た

第
二
回
市
言
回
會
臨
時
會
」

「
義

新
市
建
設
審
議
会
設
置
條
例
な
ど
可
決

追
加
更
正
予
算
額
三
百
四
十
四
万
四
千
百
九
十
阿

予
算
總
額
一
億
四
千
九
百
一
万
一
千
三
百
二
十
二
円

議
案
第
四
五
号
、
一
部
事
務
組

合
設
置
に
つ
い
て
、

本
案
は
伝
染
病
隔
離
病
舎
設
置

に
よ
り
、
こ
の
運
螢
を
高
萩
市

と
十
王
町
と
で
一
部
事
務
組
合

を
組
織
し
て
行
お
う
と
す
る
も

の
で
組
合
名
を
高
萩
市
及
び
十

王
町
防
疫
組
合
と
呼
称
さ
れ
る

が
組
合
議
員
は
規
約
で
高
萩
市

七
名
、
十
王
町
三
名
と
規
定
さ

れ
た
Ｏ
「
議
長
」
組
合
議
員
の
選
任
方

法
に
つ
い
て
お
諮
り
す
る
、

「
議
員
」
市
長
、
讓
長
に
一
任

す
る
よ
り
諮
っ
て
い
た
だ
き
た

い
○「
議
長
」
市
長
、
議
長
一
任
の

意
見
が
あ
っ
た
が
副
議
長
を
加

え
て
一
任
願
う
よ
う
に
し
て
異

議
な
い
か
、

異
議
が
な
か
っ
た
の
で
三
者
協

議
で
次
の
と
お
り
発
表
決
定
し

た
。組
今
議
員
、
矢
代
光
史
、
樫
村

之
男
、
渡
辺
東
治
、
鈴
木
広
次

鈴
木
好
之
、
上
田
助
重
、
下
山

田
栄
三
郎
、

筒
、
昭
和
三
十
一
年
度
高
萩
市

及
び
十
王
町
防
疫
組
合
才
人
才

出
予
算
案
に
つ
い
て
事
務
当
局

よ
り
説
明
が
な
さ
れ
、
こ
れ
は

組
合
議
会
で
議
決
さ
れ
る
べ
き

性
質
の
も
の
で
あ
る
が
見
積
り

予
算
案
と
し
て
一
応
の
審
議
を

行
い
承
認
さ
れ
た
。

議
案
第
五
五
号
、
昭
和
三
十
一

年
度
高
萩
市
才
入
才
出
追
加
更

正
予
算
、

本
追
加
更
正
予
算
の
内
容
の
主

な
も
の
は
次
の
通
り
で
あ
り
、

慎
重
審
議
の
上
可
決
さ
れ
た
。

今
回
の
才
入
の
財
源
の
殆
ん
ど

は
地
方
交
付
税
と
国
、
県
の
補

助
金
で
市
民
税
で
若
干
の
湘
納

繰
越
分
を
見
込
み
之
が
使
途
に

つ
い
て
は

○
土
木
賀
で
常
磐
線
赤
浜
地
内

農
道
踏
切
工
事
負
担
金
と
土

木
人
夫
の
失
業
、
健
服
、
災

害
保
険
料
で
あ
る
。

○
教
育
費
で
中
戸
川
小
学
校
改

築
工
事
に
係
る
倣
地
轄
地
及

び
石
債
工
事
予
算
の
追
加
更

正
を
行
っ
た
』

去
る
十
川
日
市
街
地
町
名
改
正

の
祝
賀
と
併
せ
て
本
町
通
り
の

ネ
オ
ン
祭
が
擬
大
に
行
な
は
れ

｜

’
盛
大
に
行
な
は
れ
た

町
名
改
正
祝
賀
祭

○
社
会
鶚
仇
施
設
費
で
失
業
対

策
事
業
監
督
の
保
険
料
で
あ

る
。

○
保
険
衛
生
費
で
防
疫
組
合
に

対
す
る
分
担
金
で
高
萩
市
負

担
三
分
の
一
〔
残
り
三
分
の

二
は
両
市
人
口
割
）
エ
ナ
焼

場
移
転
工
事
費
並
に
屠
場
修

繕
に
係
る
出
用
で
あ
る
。

○
産
業
經
済
費
で
小
地
域
水
路

堰
の
改
良
事
業
費
と
市
街
地

町
界
町
名
改
正
祝
賀
祭
の
助

成
金
、
並
に
来
年
実
施
予
定

の
新
農
村
建
設
綜
合
対
策
の

準
備
才
入
才
出
追
加
棚

三
、
四
四
四
、
一
九
○
円

で
本
追
加
は
本
年
鹿
四
回
で
總

加
一
四
九
、
○
一
一
、
三
二
二

円
と
な
っ
た
。

た
。
懸
念
さ
れ
た
天
候
も
珍
ら

し
い
秋
晴
れ
の
天
候
と
な
り
本

町
、
春
日
町
、
大
和
町
か
ら
綺

春
日
町
、
大
和
町
か
ら
綺

麗
に
飾
ら
れ
た
山
車

が
繰
り
出
さ
れ
市
役

所
前
で
そ
れ
ぞ
れ
演

技
存
競
っ
た
の
ち
市

内
を
巡
演
そ
れ
に
加

へ
て
ネ
オ
シ
祭
の
呼

び
物
と
し
て
上
洲
か

ら
招
い
た
八
木
節
踊

り
の
賑
や
か
な
演
技

に
町
を
蝿
め
た
数
万

の
観
衆
は
将
来
の
発

展
を
祝
い
新
町
名
が

永
久
に
記
念
さ
れ
た

－59－
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Ⅱ
共
濟
對
策
に
乘
リ
出
す
Ⅱ

本
年
産
水
陸
稲
は
、
い
わ
ゆ
る
中
生
晩
生
出
穂
期
の
冷
温
に
災

冷
害
型
と
し
て
苗
代
当
初
よ
り
さ
れ
、
青
立
ち
不
捻
実
の
結
果

懸
念
さ
れ
て
お
り
、
種
子
及
び
を
招
い
た
。
特
に
陸
稲
は
高
温

苗
代
の
消
毒
と
病
害
虫
の
防
除
寡
雨
の
影
響
に
よ
り
牛
作
以
下

に
つ
と
め
た
が
、
高
岡
万
面
に
の
決
定
的
打
撃
を
５
け
た
・

一
部
苗
く
さ
れ
病
が
発
生
し
た
作
況
調
査
の
結
果
は
高
岡
高
冷

本
田
植
付
時
よ
り
気
温
下
降
し
地
帯
は
半
作
以
下
と
な
り
、
平

大
凶
作
の
兆
し
愈
々
濃
厚
と
な
坦
地
に
お
い
て
は
平
均
二
割
方

つ
た
が
、
中
盤
高
温
と
な
り
、
の
減
收
と
な
り
、
折
角
順
調
な

生
育
も
急
進
し
て
一
時
平
年
作
ろ
歩
み
を
つ
づ
け
た
予
約
制
に

を
上
廻
る
か
と
思
わ
れ
た
が
、
対
し
減
額
の
申
請
続
出
と
い
う

十
月
一
日
か
ら
お
米
の
配
給
制

度
の
一
部
が
改
正
さ
れ
ま
し
た

の
で
要
点
を
お
知
ら
せ
い
た
し

ま
す
。

①
い
ま
ま
で
の
年
令
別
基
準

配
給
量
は
廃
止
さ
れ
、
一
人

一
日
当
り
三
六
五
グ
ラ
ム
に

配
給
量
が
一
本
化
さ
れ
ま
し

た
。
従
っ
て
世
帯
一
日
当
り

配
給
量
は
、
家
族
激
に
三
六

6） 内地米（10キロ当り）

｜完全精米’七分搗米本
年
産
米
は

予
想
以
上
の
減
收

改
正
さ
れ
た
お
米
の
配
給

基本配給 790円 円
〃
５
０
６
０
７
８

’希望配給

準内地米

825〃

750〃 ’ 一

五
グ
ー
フ
ム
を
掛
け
た
数
量
と

な
る

②
配
給
米
は
「
七
分
搬
米
」

と
「
完
全
精
米
」
の
二
本
建

と
な
り
い
ず
れ
を
希
望
し
て

も
配
給
量
に
変
り
は
な
く
値

段
に
つ
い
て
差
が
つ
け
ら
れ

た
。

③
お
米
の
値
段
と
配
給
量
は

別
表
の
と
お
り
。

㈲配給量（1ケ月分〕

｜内地米|準内地米
基本配給’ 8日分’ 2日分

基望配給| 10日分’ －

昨
三
十
年
度
よ
り
新
生
活
運
動

の
一
環
と
し
て
無
電
灯
部
落
を

解
消
す
る
た
め
無
電
灯
部
落
を

調
査
し
年
次
計
画
に
よ
り
市
よ

り
補
助
金
を
交
附
し
て
昨
年
度

一
部
落
、
今
年
度
二
部
落
に
電

灯
が
つ
き
部
落
民
は
明
る
い
電

灯
の
下
で
喜
び
に
ひ
た
っ
て
い

る
。
こ
の
喜
び
の
部
蕗
は

①
大
字
高
萩
駒
木
原
部
落
で

戸
数
三
九
戸
の
殆
ん
ど
が
開

拓
農
家
で
あ
り
部
落
内
に
高

萩
高
等
学
校
の
農
場
も
あ
っ

て
電
動
力
も
同
時
に
導
入
さ

れ
製
米
製
粉
脱
穀
の
施
設
も

備
え
ら
れ
農
家
の
利
用
も
出

来
て
本
当
に
便
利
に
な
っ
た

と
文
化
の
恵
み
に
感
謝
と
喜

び
に
あ
ふ
れ
て
い
る
。

本
年
三
月
廿
二
日
送
電
点
灯

工
事
負
担
金
六
六
万
二
千
円

（
電
力
工
事
斑
泰
含
む
）

市
助
成
一
○
万
円

②
大
字
上
手
綱
石
舟
部
落
は

関
口
、
川
側
と
の
中
間
に
あ

っ
て
戸
数
一
九
戸
が
点
在
し

今
迄
に
数
回
計
画
し
た
が
黄

金
面
で
実
現
す
る
に
至
ら
な

っ
た
が
去
る
五
月
十
日
送
電

点
燈
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

工
事
負
担
金
五
五
万
二
千
円

市
補
助
一
○
万
円

好
ま
し
か
ら
ざ
る
現
象
と
な
っ

た
。
し
か
し
農
家
の
予
約
数
量

の
売
渡
し
は
是
非
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
い
う
努
力
は
涙
ぐ

ま
し
い
も
の
が
あ
る
。

こ
の
異
常
天
候
に
よ
る
被
害
は

全
国
的
に
は
豊
作
（
北
海
道
を

「
電
灯
が
つ
い
た
ｌ
’

１
よ
ろ
こ
び
の
部
落
は
」

③
大
字
安
良
川
丘
部
落
ば
僅

か
六
戸
の
小
部
落
で
一
戸
当

り
三
万
三
千
円
の
工
事
費

（
何
れ
も
内
線
工
事
饗
は
含

ま
な
い
）
の
負
擴
は
容
易
で

な
か
っ
た
が
一
日
も
早
く
文

化
の
波
に
浴
し
よ
う
と
部
落

民
の
熱
意
も
だ
し
が
た
く
再

三
協
議
の
上
、
市
の
助
成
も

あ
っ
て
十
月
十
六
日
着
工
、

同
月
十
九
日
差
電
点
燈
、
明

る
い
電
燈
の
下
で
ラ
ジ
オ
を

聞
き
な
が
ら
一
家
の
団
蕊
も

除
く
）
と
伝
え
ら
れ
て
お
る
と

き
、
誠
に
不
遇
の
至
り
で
あ
る

が
、
被
害
農
家
に
対
す
る
共
済

対
策
は
急
務
で
あ
り
、
あ
ら
ゆ

る
調
査
に
も
と
づ
い
て
共
済
申

請
を
な
し
、
農
家
經
済
安
定
に

と
努
力
を
つ
陣
け
て
い
る
。

縦
覧
期
間
再
頭
華
甲
訟

縦
覧
場
所
高
萩
市
役
所

共
同
募
金
中
間
報
告
自
衛
官
募
集
に

赤
い
羽
根
募
金
に
つ
い
て
は
皆

つ
い
て

様
の
御
協
力
に
よ
っ
て
十
月
二

十
四
日
現
在
で
一
六
三
、
一
三
只
今
本
年
度
第
四
次
自
衛
官

四
円
に
達
し
ま
し
た
が
、
当
市
の
募
集
中
で
あ
り
ま
す
。

目
標
額
三
六
今
年
最
後
の
募
集
で
あ
り
希
望

三

ま
で
の
四
Ｈ
間

館
で
開
く
こ
と

今
年
に
食
生
活

利
品
、
発
明
工

置
き
、
豊
富
な

手
軽
に
で
き
る

習
な
ど
も
行
い

所
さ
そ
い
あ
つ

う
お
奨
め
い
た

さ
き
に
本
年
九
月
十
五
日
現
在
で
申
請
し
て
戴
い
た
基
本
選
挙
人

名
簿
登
録
申
請
書
に
も
と
づ
い
て
基
本
選
挙
人
名
簿
の
調
製
を
完
了

い
た
し
ま
し
た
ｃ

有
権
者
各
位
は
左
記
期
間
内
に
名
簿
を
み
て
名
簿
に
の
っ
て
い
る
か

ど
う
か
を
た
し
か
め
、
の
っ
て
い
な
い
、
場
合
は
市
選
挙
管
理
委
員

会
に
御
申
出
下
さ
い
。

電
気
ス
タ
ン
ド
に
よ
り
子
供
米
製
麦
機
等
の
施
設
が
あ
っ

た
ち
の
勉
学
も
出
来
る
よ
う
て
古
く
か
ら
文
化
生
活
を
営

に
な
っ
た
と
喜
び
に
あ
ふ
れ
ん
で
い
る
。
只
莫
大
な
維
持

て
い
る
。
費
の
捻
出
に
憎
が
あ
る
の
で

工
事
負
担
金
二
八
万
四
千
円
井
堰
等
の
工
事
に
対
し
若
干

市
補
助
八
万
六
千
円
の
市
助
成
を
行
っ
て
お
り
次

④
以
上
の
ほ
か
高
岡
地
区
は
々
と
無
電
燈
部
落
が
解
消
さ

殆
ん
ど
部
落
共
同
の
自
家
発
れ
て
い
る
こ
と
は
誠
に
喜
ぱ

電
に
よ
っ
て
電
燈
は
勿
論
製
し
い
こ
と
で
あ
る
。

Ｊ
１

選
學
人
名
桧
縦
覧
に
つ
い
て

60
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高
萩
の
戦
災
都
市
計
画
も
歴
代

の
町
長
さ
ん
や
市
長
さ
ん
議
員

各
位
並
に
市
民
總
力
の
結
集
に

よ
っ
て
強
力
に
押
進
め
ら
れ
そ

の
完
成
を
見
る
事
が
出
来
ま
し

た
。
．
そ
し
て
十
月
一
日
よ
り
こ

の
地
区
の
字
名
が
排
さ
れ
て
本

町
、
春
日
町
、
大
和
町
と
新
町

名
が
呼
ば
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
私
達
に
と
っ
て
世
紀
の
喜

び
で
あ
り
記
念
す
べ
き
事
で
あ

り
ま
す
。
そ
れ
で
私
達
も
こ
の

喜
び
を
形
の
上
に
表
は
し
記
念

し
た
い
と
言
ふ
事
で
山
車
か
出

し
て
大
い
に
祝
賀
祭
を
催
さ
う

と
言
う
事
に
一
決
致
し
ま
し
た

市
当
局
よ
り
も
過
分
な
助
成
を

頂
き
ま
し
た
、
そ
し
て
灰
内
の

各
位
鳴
出
賀
多
端
の
折
か
ら
に

も
不
拘
多
額
の
寄
附
を
寄
せ
ら

れ
て
各
町
内
の
若
連
非
主
体
と

し
た
こ
の
祭
典
は
誠
に
な
、
こ
や

か
に
然
か
も
か
つ
て
な
い
四
台

の
山
車
を
出
す
と
言
ふ
畷
況
裡

教育施設紹介其の二10.1.現在
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”
高
萩
性
〃

灘

高
萩
市
大
和
町
二
丁
Ⅱ

矢
代
光
史

に
目
酬
度
終
了
す
る
事
が
出
来

ま
し
た
・

私
は
地
区
内
の
一
員
と
し
て
葱

に
更
め
て
地
区
内
外
の
市
民
各

位
の
御
協
力
に
対
し
心
か
ら
な

る
感
謝
感
激
の
誠
を
捧
げ
御
厚

礼
申
上
げ
ま
す
。

私
は
こ
の
行
事
の
中
に
あ
っ
て

色
々
心
配
致
し
ま
し
た
特
に
町

名
の
改
正
に
依
っ
て
初
め
て
行

は
れ
る
事
だ
け
に
言
は
ぱ
寄
り

合
ひ
枇
帝
で
あ
り
ま
す
、
酒
の

上
で
行
事
上
の
気
障
り
な
ど
が

出
て
争
ひ
で
小
出
か
し
て
は
等

と
も
考
へ
ま
し
た
。
然
し
幸
に

し
て
そ
ん
な
心
配
は
徒
筈
で
あ

り
そ
ん
な
考
え
を
も
っ
た
私
が

恥
か
し
ぐ
愚
か
だ
っ
た
事
を
無

上
の
喜
び
と
す
る
も
の
で
あ
り

ま
す
Ｃ

高
萩
市
民
は
常
に
平
和
寿
愛
好

し
市
発
展
の
為
に
は
總
ゆ
ろ
行

事
に
実
に
協
力
的
で
あ
り
ま
す

こ
と
は
本
当
に
宴
び
に
堪
え
な

高萩小学校生徒数1.892

〆

~

市
長
を
告
訴
し
た
と
か
分
市
の

騒
ぎ
が
起
き
て
自
治
体
の
統
一

が
な
さ
れ
な
い
と
か
数
多
く
の

様
々
な
面
白
く
な
い
記
學
を
新

聞
で
見
ま
す
。
然
し
当
市
は
人

口
こ
そ
三
万
余
で
少
な
い
が
合

併
直
後
か
ら
一
致
田
結
実
に
な

ご
や
か
な
空
気
の
内
に
市
政
の

進
展
を
見
つ
ょ
あ
り
注
す
事
は

感
激
に
堪
え
な
い
次
第
で
こ
れ

こ
そ
他
に
類
例
を
あ
ま
り
見
ら

れ
ぬ
当
市
の
市
民
性
の
よ
さ
が

然
ら
し
む
処
で
私
は
こ
れ
非
高

萩
性
と
言
い
た
い
・

市
会
も
実
に
円
満
で
あ
り
ま
す

勿
論
議
論
は
大
い
に
あ
り
芽
す

然
し
い
づ
れ
も
市
長
を
中
心
と

し
た
市
発
展
の
為
の
協
力
的
な

叫
び
で
あ
り
ま
す
。

選
挙
の
時
は
小
峰
さ
ん
に
賛
成

し
な
か
っ
た
当
時
の
町
讓
も
沢

山
居
り
ま
す
。
私
も
そ
の
一
人

で
あ
り
ま
す
。
然
し
審
判
か
降

さ
れ
大
多
数
が
是
と
し
た
時
こ

れ
に
反
対
し
続
け
る
理
由
は
な

い
と
存
じ
ま
す
。

市
民
の
代
表
と
し
て
選
ば
れ
た

私
達
に
与
え
ら
れ
た
責
任
は
寧

い
次
第
で
あ
り
寵
す
。

町
村
合
併
に
よ
っ
て
県
下
に
市

が
十
五
に
な
り
堂
し
た
。
そ
の

中
に
は
町
長
の
リ
コ
ー
ル
と
か

議》鱗
詳
癖
群

Ｄ
錘
搾
辛
宗
叩
一
叩
一

叩
蕊
今
荊
・
羽

●
霊
ウ
”
．
裾

■
・
認
荊
・
魂
謡
，
や
四
品
、
詫
・
叩
阜
甜
・
謎
、
＆

辮
鐸
錘
睡
識
辮

榊
驚
豊
砕
》

繍
鵜

蕊識

松岡小学校生徒数 962

蕊驚蕊蕊露
鍔

ろ
「
協
力
一
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
考
え
ま
す
。
私
達
は
巾

の
発
展
を
祈
念
し
て
止
ま
な
い

そ
し
て
代
表
た
る
市
長
を
尊
敬

致
し
ま
す
。
そ
し
て
全
力
を
あ

げ
て
協
力
又
協
力
で
抑
進
み
使

命
を
全
う
し
た
い
と
念
じ
て
居

り
ま
す
Ｏ

感
情
や
派
閥
で
反
対
は
反
対
だ

と
し
て
事
毎
に
戦
う
の
を
道
だ

と
考
え
こ
れ
が
筋
を
通
し
た
の

だ
等
と
考
え
る
思
想
は
地
方
自

治
体
の
市
町
村
に
は
も
っ
て
の

外
と
心
得
て
居
り
ま
す
。

市
長
の
徳
も
さ
る
事
乍
ら
多
く

の
市
民
の
声
を
本
位
と
し
て
民

主
的
に
か
つ
て
の
反
対
も
協
力

に
と
明
朗
市
政
を
打
立
て
、
ゆ

く
議
会
の
姿
は
正
に
市
民
の
持

つ
高
萩
性
を
辿
感
な
く
発
揮
さ

れ
て
居
る
も
の
と
信
じ
ま
す
。

誕
生
し
て
日
な
お
浅
い
当
市
に

は
幾
多
山
積
さ
れ
た
事
業
が
あ

り
ま
す
。
然
し
識
算
の
関
係
で

仲
々
思
弓
様
な
進
捗
を
見
る
事

が
出
来
な
い
の
は
誠
に
残
念
で

あ
り
ま
す
。
特
に
こ
れ
券
阻
む

も
の
に
滞
納
が
あ
る
。
で
も
市

民
各
位
の
御
協
力
で
納
税
成
績

も
上
昇
し
て
参
り
ま
し
た
。
理

事
者
の
努
力
で
国
や
県
か
ら
の

補
助
、
起
債
も
該
当
事
業
毎
に

賎盗難韓難鶏;綴:!:::認;報;溌認蕊錘:i:壷:::蕊;g:i幹:;:;:】:』:::::::軸

零鍔若栗小学校生徒数
り
ゆ

二

Ｊ

蕊蕊識
市
政
の
確
立
を
期
す
る
事
が
出

来
る
も
の
と
存
じ
ま
す
。

そ
》
」
で
私
は
市
役
所
内
に
「
市

政
相
談
室
」
と
言
う
様
な
も
の

を
設
け
市
民
各
位
の
お
声
を
充

分
に
常
に
気
軽
に
お
間
か
せ
頂

き
又
は
市
政
の
万
端
を
お
話
申

上
げ
御
協
力
を
願
う
所
謂
話
合

い
の
機
関
が
あ
っ
て
よ
い
の
で

は
な
い
か
と
考
え
主
す
。
そ
し

て
常
に
市
政
は
市
民
の
も
の
で

あ
る
只
即
事
者
や
議
員
の
も
の

だ
け
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
理

成
果
を
修
め
て
進
捗
を
助
け
て

呉
れ
ま
す
。
随
っ
て
山
積
さ
れ

た
各
事
業
も
こ
の
高
萩
性
の
中

で
ス
ム
ー
ス
に
運
び
よ
り
よ
い

一
日
中
腰
を
ま
げ
て
仕
事
を
す

る
農
民
、
家
庭
の
雑
事
で
小
き

ざ
み
に
し
か
筋
肉
を
動
か
さ
な

い
主
婦
達
の
運
動
に
は
何
が
よ

い
だ
ろ
う
と
長
野
県
の
或
る
村

で
考
え
た
の
が
全
戸
民
が
誰
で

も
出
来
る
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
で
し

た
０

篝 健
康
な
村
づ
く
り

鈩〆…凸■凸 .､△･…

.、4■

識
職:判

…#蕊

大能'｣､学校生徒数 7 0

御
聞
き
し
た
い
と
言
う
場
合
は

御
涼
慮
な
く
市
当
局
へ
御
申
越

頂
け
れ
ば
理
事
者
な
り
議
員
な

り
参
り
ま
し
て
出
来
得
る
限
り

の
御
説
明
は
致
し
ま
す
の
で
御

利
用
願
い
た
い
と
存
じ
ま
す
。

最
後
に
皆
様
と
共
に
こ
の
尊
い

高
萩
性
を
益
々
高
揚
し
当
市
の

発
展
を
祈
念
し
て
駄
説
を
終
り

た
い
と
存
じ
ま
す
。

（
筆
者
は
現
市
会
議
員
文
教
厚

生
委
員
長
）

想
を
実
現
し
た
い
と
考
え
ま
す

な
お
一
議
員
の
立
場
か
ら
潜
越

な
事
を
申
し
あ
げ
る
様
で
す
が

各
積
の
会
合
等
で
市
政
の
事
で

大
空
の
下
で
思
い
き
り
腰
を
の

ば
し
、
あ
ら
ゆ
る
筋
肉
を
同
じ

気
持
で
一
緒
に
楽
し
め
る
運
動

で
す
。

こ
の
部
落
で
は
毎
朝
午
前
六
時

の
サ
イ
レ
ソ
を
合
図
に
、
仕
事

着
に
着
替
え
た
老
若
男
女
が
氏

神
様
の
境
内
や
世
話
役
の
庭
に

集
っ
て
審
判
の
鳴
ら
す
笛
と
と

も
に
「
ワ
ッ
ハ
ッ
ハ
ッ
」
「
ア

ッ
ハ
ッ
ハ
ッ
」
の
笑
声
も
に
ぎ

や
か
に
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
が
始
め

ら
れ
ま
す
。

孫
に
手
を
引
か
れ
た
お
ば
あ
さ

ん
ま
で
仲
間
に
入
っ
て
楽
し
い

一
と
き
が
過
さ
れ
る
の
で
す
。

田
植
後
や
刈
取
り
後
の
休
日
に

は
、
各
家
庭
対
抗
の
大
会
が
開

か
れ
ま
す
。

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
始
め
て
か
ら

こ
の
部
落
の
人
達
の
顔
色
は
明

る
く
、
健
康
そ
う
な
体
格
に
変

り
ま
し
た
。

戸1

－O」
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農
家
の
皆
様
へ
／
・

自
作
農
維
持
創
設
資
金
制
度
に
つ
い
て

病
気
災
害
な
ど
で
一
時
的
な
經
４
、
次
の
理
由
に
よ
り
、
自
作

借
危
機
に
そ
う
ぐ
う
し
た
農
家
地
を
手
離
さ
な
け
れ
ば
資
金

が
、
そ
の
危
槻
を
克
服
し
て
經
の
く
め
ん
が
で
き
な
い
よ
う

管
を
建
て
な
お
そ
う
と
す
る
の
な
農
家
に
貸
し
付
け
ら
れ
る

に
費
金
が
い
る
と
き
、
ま
た
、
蚕
金
。

地
方
の
平
均
ぐ
ら
い
ま
で
土
地
㈹
病
気
、
負
傷
が
原
因
で
、

を
広
げ
て
經
営
を
安
定
し
よ
う
必
要
に
な
っ
た
資
金

と
す
る
の
に
賛
金
が
い
る
と
き
㈲
災
害
が
原
因
で
必
要
に
な

な
ど
に
貸
し
付
け
ら
れ
る
自
作
つ
た
資
金

農
維
持
創
設
寳
金
の
制
度
が
で
㈲
自
作
地
を
買
っ
た
た
め
に

き
ま
し
た
。
生
じ
た
負
債
の
聴
理
資
金

◎
申
込
の
で
き
る
農
家
は
、
次
目
小
作
地
を
買
っ
た
た
め
に

の
五
つ
の
篠
件
に
あ
て
は
ま
ら
生
じ
た
負
債
の
鑿
理
盗
金

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
㈱
相
続
に
よ
る
農
地
の
細
分

１
、
經
警
が
地
方
の
お
上
む
ね
化
防
止
の
た
め
に
生
じ
た
負

中
位
か
、
そ
れ
以
下
で
あ
る
債
の
整
理
資
金

こ
と
。
門
病
気
、
負
傷
に
よ
り
生
じ

２
、
農
林
水
窪
業
に
よ
る
收
入
た
負
債
の
整
理
資
金

が
總
收
入
の
大
半
を
し
め
る
冊
災
害
に
よ
り
生
じ
た
負
債

の
盤
理
資
金

』
」
、
シ
」
○

３
、
農
業
に
精
進
す
る
見
込
が
、
貸
付
の
條
件
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

あ
る
こ
と
。

㈹
一
農
家
当
り
最
高
二
十
万

４
、
』
‐
｜
の
資
金
を
借
り
受
け
る

円

ほ
か
に
、
適
当
な
資
金
の
く
同
年
利
率
五
分

め
ん
が
で
き
な
い
事
情
に
あ
㈲
償
還
期
間
二
十
年
以
内

る
こ
と
。
（
据
置
期
間
を
含
む
）

５
、
こ
の
資
金
の
借
受
を
き
つ
目
据
置
期
間
三
年
以
内

か
け
に
再
建
計
画
が
た
て
ら
㈱
償
還
方
法
は
分
割
挑
込

れ
經
営
の
安
定
す
る
見
込
が
＠
申
込
の
手
続
は
、
次
の
と
お

り
で
す
Ｏ

あ
る
こ
と
。

自
家
の
家
族
や
資
金
の
現
状

⑥
借
入
資
金
の
使
い
み
ち
は
、

作
付
、
收
入
、
支
出
な
ど
年
間

次
の
四
つ
に
か
ぎ
ら
れ
ま
す
。
の
經
営
状
態
、
借
受
資
金
の
運

１
、
自
作
地
を
買
う
の
に
必
要
用
等
の
經
菅
再
建
計
画
を
記
載

な
資
金
。
し
た
農
業
經
営
安
定
計
画
書
を

２
、
小
作
地
を
買
う
の
に
必
要
農
業
委
員
会
に
提
出
し
て
知
事

な
資
金
。
に
借
受
適
格
認
定
を
申
請
す
る

３
、
相
続
に
よ
り
農
地
が
細
分
四
幟
睡
罐
唾
鱈
皿
謹
唾
催
喫
行

す
る
こ
と
を
防
ぐ
た
め
、
他

農
業
改
良
普
及
員
の
指
導
を

の
共
同
相
続
放
棄
な
ど
を
し
受
け
て
安
定
計
画
を
達
成
・

て
も
ら
う
の
に
支
挑
う
資
金
（
農
業
委
員
会
）

第
一
期
百
日
セ
キ
、
ジ
フ
テ
リ

ヤ
予
防
接
稲
を
次
に
よ
り
実
施

い
た
し
ま
す
か
ら
該
当
者
は
洩

れ
な
く
受
け
て
下
さ
い
・

一
、
該
当
者
は
昭
和
三
十
年
十

一
月
よ
り
昭
和
三
十
一
年
五

月
ま
で
に
出
生
の
者
。

二
、
実
費
と
し
て
一
種
類
一
回

毎
に
一
○
円
い
た
だ
き
ま
す

三
、
注
意

上
手
綱

裁
彼
岸
が
済
ん
。
た
と
思
っ
た
の

も
束
の
間
も
う
正
月
が
近
づ
い

て
来
た
、
実
際
私
共
の
身
辺
に

は
昔
か
ら
継
承
さ
れ
て
来
た
い

ろ
い
ろ
の
風
俗
習
慣
が
あ
っ
て

場所及 割日

花
貫
中
学
校

中
戸
川
小
学
校

大
能
小
学
校

若
栗
小
学
校

千
代
田
診
療
所

秋
山
小
学
校

望
海
診
療
所

松
岡
公
民
館

上
君
田
小
学
校
十
一
月
十
五
日

下
君
田
小
学
校
〃

横
川
小
学
校
〃

安
良
川
公
民
館
一
Ｉ
ｒ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
レ
ー
Ｉ

ジ
フ
テ
リ
ヤ
百
日
セ
キ

予
防
接
種
Ｒ
割
き
ま
る

高
萩
市
公
会
崖
什
卜
旧
叶
卜
眉

生
活
改
善
の
一
例

十
一
月
十
六
日

″〃〃

小
松
信
英

そ
れ
を
伝
承
し
て
行
く
た
め
に

営
ま
れ
る
極
々
の
年
中
行
事
が

あ
り
ま
す
。
さ
て
そ
れ
ら
の
年

中
行
事
を
深
く
枇
討
し
て
み
ま

す
時
そ
れ
ら
の
行
事
を
通
し
て

①
ジ
フ
テ
リ
ヤ
の
予
防
接

耐
は
三
回
接
種
を
受
け

な
く
て
は
効
果
は
あ
り

ま
せ
ん
の
で
必
ず
三
回

受
け
て
下
さ
い
。

②
最
寄
の
接
種
場
で
受
け

て
も
差
支
え
あ
り
ま
せ

ん
。

四
、
実
施
期
日
及
び
場
所
は
次

の
通
り
で
す
。

十
一
月
廿
九
日

〃〃

十
一
月
三
十
日

″〃″

十
一
月
廿
六
日

十
一
月
廿
七
日

十
一
月
廿
八
日

ｊ
釧
引
時
’
二
時
牛

″

十
二
月
十
三
日

〃″

十
二
月
十
四
日

″″

げ
に
旧
Ｌ
い
伯
奉
後
一
時
’
二
時

私
共
祖
先
以
来
の
生
活
態
度
な

り
思
想
な
り
が
規
は
れ
ま
た
祖

先
達
が
そ
れ
を
通
し
て
集
団
生

活
を
指
導
し
て
来
た
床
し
い
思

想
精
神
等
を
其
の
行
事
の
趣
旨

由
来
の
中
に
み
つ
め
る
事
が
出

来
る
の
で
あ
り
童
す
。

最
近
年
中
行
事
か
種
々
批
判
さ

れ
》
」
れ
か
改
善
に
つ
い
て
は
強

く
提
唱
さ
れ
て
い
寵
す
が
仲
々

実
を
結
ば
ぬ
の
は
思
っ
た
よ
り

も
深
く
深
く
我
々
の
生
活
に
し

っ
か
り
溶
け
こ
ん
で
い
る
た
め

と
思
い
ま
す
。
従
っ
て
盆
正
月

お
祭
り
等
あ
ら
ゆ
る
年
中
行
事

の
改
善
を
行
う
に
は
先
づ
そ
の

行
事
が
持
つ
本
来
の
床
し
い
風

習
と
其
の
意
義
と
を
充
分
に
再

認
識
し
た
上
で
本
来
の
趣
旨
を

こ
わ
さ
ず
、
し
か
も
現
代
生
活

に
適
合
す
る
様
研
究
す
る
事
が

肝
要
と
恩
は
れ
ま
す
。
右
の
様

な
趣
旨
に
則
り
毎
年
盆
の
十
三

日
に
高
萩
炭
砿
が
戸
毎
を
廻
る

新
誌
廻
り
を
一
箇
所
で
碓
大
に

し
か
も
行
事
の
意
義
を
失
は
ず

午
前
十
時
’
十
一
時

午
後
一
時
’
二
時

午
後
一
時
’
一
時
半

午
後
二
時
’
二
時
半

″
三
時
’
四
時

午
前
十
時
’
十
時
半

″
十
一
時
半
’
十
二
時

午
後
一
時
半
’
二
時

午
前
十
時
’
十
時
半

″
十
一
時
’
十
一
時
半

午
後
十
二
時
半
’
一
時

改
善
し
た
一
例
を
御
紹
介
し
ま

し
ょ
う
。
こ
の
改
善
に
依
り
新

盆
の
家
一
戸
々
全
の
經
費
の
節

減
が
出
来
た
事
は
言
う
ま
で
も

あ
り
ま
せ
ん
。

さ
て
当
夜
は
和
野
の
グ
ラ
ン
ド

に
高
い
櫓
を
組
み
提
灯
花
電
灯

を
配
し
、
櫓
の
下
に
は
發
棚
を

設
け
、
新
亡
の
位
牌
を
安
樅
し

供
物
花
等
を
飾
っ
た
。

午
後
七
時
大
太
鼓
が
ド
ソ
ド
ソ

と
打
た
れ
る
と
こ
の
合
図
と
共

に
霊
棚
の
前
に
会
社
幹
部
、
遺

族
全
員
、
一
般
等
が
着
席
、
開

式
の
誰
と
共
に
法
要
開
始
読
經

回
回
焼
香
を
し
て
式
終
了
と
共

に
盆
棚
を
中
心
に
諒
剛
り
を
始

め
た
の
で
あ
り
ま
す
〕

あ
の
和
野
広
場
は
提
灯
と
折
柄

上
る
月
の
光
で
、
赤
々
と
輝
き

踊
り
を
取
巻
く
浴
衣
姿
の
人
々

の
頭
上
に
、
七
色
の
紙
で
作
っ

た
大
き
な
溌
旗
が
色
美
し
く
長

く
ゆ
れ
て
い
る
様
は
、
何
と
も

言
へ
な
い
詩
的
で
莊
厳
な
も
の

で
し
た
．
私
も
当
夜
は
導
師
と

し
て
浬
々
と
し
た
法
悦
を
疑
え

た
の
で
あ
り
ま
す
。

高
萩
炭
砿
今
回
の
こ
の
企
画
は

生
活
改
善
の
好
範
例
と
し
て
敬

服
を
し
て
推
賞
し
た
次
第
で
す

（
長
宏
寺
住
恥
、
選
挙
管
理
委

員
、
民
生
委
員
）

新
生
活
学
校
で

佐
験
發
表

第
六
回
新
生
活
モ
デ
ル
囲
体
と

し
て
参
加
し
た
第
二
部
門
〔
生

活
と
環
境
の
保
健
衛
生
的
改

善
）
で
三
十
一
年
度
受
賞
と
決

定
し
た
向
洋
磯
万
代
町
で
は
十

月
三
十
日
よ
り
三
日
間
常
陸
太

田
市
の
西
山
研
修
所
に
於
て
環

境
衛
生
に
つ
い
て
の
体
験
発
表

を
行
う
こ
と
奥
な
っ
た
。
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